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本日の内容本日の内容本日の内容本日の内容

■■海ゴミとは海ゴミとは

種類、状態、発生源種類、状態、発生源

海ゴミの影響（経済 環境）海ゴミの影響（経済 環境）海ゴミの影響（経済、環境）海ゴミの影響（経済、環境）

■海ゴミ対策の課題■海ゴミ対策の課題

■沿岸海洋研究部で行っている取り組み■沿岸海洋研究部で行っている取り組み

①①東シナ海沿岸 おける海岸漂着ゴ 予報実験東シナ海沿岸 おける海岸漂着ゴ 予報実験①①東シナ海沿岸における海岸漂着ゴミ予報実験東シナ海沿岸における海岸漂着ゴミ予報実験

②東京湾における漂流ゴミ収支解析②東京湾における漂流ゴミ収支解析



漂着ゴミの平均重量（100㎡当たり）漂着ゴミの平均重量（100㎡当たり）

（財）環日本海環境協力センター「海辺の漂流物調査結果（ﾃﾞｰﾀ集）」2007年度）



漂着ゴミの個数（漂着ゴミの個数（100100㎡㎡当たり）当たり）漂着ゴミの個数（漂着ゴミの個数（100100㎡㎡当たり）当たり）

（財）環日本海環境協力センター「海辺の漂流物調査結果（ﾃﾞｰﾀ集）」2007年度）



瀬戸内海における海ゴミの状況瀬戸内海における海ゴミの状況瀬戸内海における海ゴミの状況瀬戸内海における海ゴミの状況
（出典：（出典：20102010日本沿岸域学会誌日本沿岸域学会誌 藤枝ら）藤枝ら）



地域別発生起因別個数（100㎡当たり）
（出典 （財）環日本海環境協力センタ 「海辺の漂流物調査結果（ﾃﾞ ﾀ集）」2007年度）（出典：（財）環日本海環境協力センター「海辺の漂流物調査結果（ﾃ ｰﾀ集）」2007年度）
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ペットボトルの国別集計（個数）ペットボトルの国別集計（個数）
（出典 環境省「漂流 漂着ゴ に係る国内削減方策 デ 調査総括検討会報告書（出典 環境省「漂流 漂着ゴ に係る国内削減方策 デ 調査総括検討会報告書（出典：環境省「漂流・漂着ゴミに係る国内削減方策モデル調査総括検討会報告書」（出典：環境省「漂流・漂着ゴミに係る国内削減方策モデル調査総括検討会報告書」
20092009年）年）



水産資源へのダメージ

景観の悪化景観の悪化

生物被害

船舶航行等安全性の阻害



レ ジ ン ペ レ ッ ト に 付 着 す る PCB 量レ ジ ン レ ッ ト に 付 着 す る C 量

（出典：東京農工大学高田研究室）



回収に当た ての問題回収に当た ての問題回収に当たっての問題回収に当たっての問題

様々な種類／塩分・水分／かさばる／危険物様々な種類／塩分・水分／かさばる／危険物

回収困難・・・アクセス、岩場、微細化、埋没回収困難・・・アクセス、岩場、微細化、埋没

処理費用処理費用処 費用処 費用

対馬市の例対馬市の例

漂着量：漂着量：33 44千トン千トン//年・・・年・・・99億円（試算）億円（試算）漂着量：漂着量：33--44千トン千トン//年・・・年・・・99億円（試算）億円（試算）



対策対策

基本概念

漂流・漂着ゴミ対策

発生抑制

ゴミを出さない

基本概念 発生抑制

投棄の禁止

回収

国際協力

回収

漂流ゴミ回収

ゴミを減らす
漂着ゴミ回収

処理

循環型社会形成



東シナ海沿岸における海岸漂東シナ海沿岸における海岸漂
着ゴ 予報実験着ゴ 予報実験着ゴミ予報実験着ゴミ予報実験

①海洋数値モデルによるゴミ発生源の特定と漂着予測
②ウェブカメラによる漂着量モニタリング技術の開発②ウェブカメラによる漂着量モニタリング技術の開発
③短波海洋レーダ（③短波海洋レーダ（HFHFレーダ）によるゴミ収束域の特定レーダ）によるゴミ収束域の特定



（東
シ
ナ

ム
ペ
ー
ジナ

海
海
ゴ
ミ

ジ
よ
り
）

ミ
プ
ロ
ジ
ェ
クク
ト
ホ
ー



①海洋数値モデルによるゴミ発生源の特①海洋数値モデルによるゴミ発生源の特
定と漂着予測

 黄海・東シナ海の海流分布を計算する黄海・東シナ海の海流分布を計算する海海
洋循環数値モデル洋循環数値モデル((シミュレーションシミュレーション))と、と、
この海流に挙動が決定されるこの海流に挙動が決定される仮想粒子仮想粒子の海流に挙動が決定されるの海流に挙動が決定される仮想粒子仮想粒子
追跡モデルを用いた双方向粒子追跡法追跡モデルを用いた双方向粒子追跡法
によって 長崎県五島列島に漂着するゴによって 長崎県五島列島に漂着するゴによって、長崎県五島列島に漂着するゴによって、長崎県五島列島に漂着するゴ
ミの起源地推定を行ったミの起源地推定を行った



漂着ゴミ調査漂着ゴミ調査



ペットボトルペットボトルのふた

漂着ゴミの発生源漂着ゴミの発生源，，発生量発生量，，発生時期の推定結果発生時期の推定結果漂着 ミ 発 源漂着 ミ 発 源，，発 量発 量，，発 時期 推定結果発 時期 推定結果



八朔鼻海岸に漂着したペットボトルのフタの八朔鼻海岸に漂着したペットボトルのフタの

時系時系国別時系列国別時系列(2008(2008--2009)2009)

実測値実測値 推算値推算値

個
数数



②ウェブカメラによる漂着量モニタリング技②ウェブカメラによる漂着量モニタリング技
術の開発

大串海岸のウ ブカメラ画像を解

ウェブカメラと大串海岸

大串海岸のウェブカメラ画像を解
析して算出した海岸ゴミ被覆面積
の時系列



ウェブカメラによ
る実測

予測

ウェブカメラによって得た大串海岸の漂着ゴミ被覆面
積時系列(実線)と再現計算結果積時系列(実線)と再現計算結果



最適なゴミ回収時期の推定最適なゴミ回収時期の推定

年4回（2,5,8,11月）
に定期的にゴミを回

ゴミの被覆面積が
30㎡を越えた場合定期 を回

収した場合
30㎡を越えた場合
に回収した場合

４０％減少

回収回数は同じ

６０％減少



③③短波海洋レーダ（短波海洋レーダ（HFHFレーダ）によるゴミレーダ）によるゴミ

収束域の特定収束域の特定

HFレーダHFレ ダ

空撮により確認されたゴミの分布と同時期空撮により確認されたゴミの分布と同時期
の流速ベクトルおよびFTLE場





東京湾における漂流ゴミの収東京湾における漂流ゴミの収東京湾における漂流ゴミの収東京湾における漂流ゴミの収
支解析支解析

東京港

千葉港

川崎港

横浜港 一般海域横浜港

木更津港

般海域

港湾区域

清掃兼油回収船「ベイクリン」清掃兼油回収船「ベイクリン」

（関東地方整備局）（関東地方整備局）

一般海域



東京湾では国、港湾管理者が年間８，５００㎥の漂流ゴミを
回収回収

しかしゴミ回収効率が不明しかしゴミ回収効率が不明

→ 十分：このまま回収事業を継続、更なる効率の向上

河川 東京湾 湾外

不十分：事業内容の見直し

河川

一般海域

東京湾

港湾区域

港湾管理者
回収量

湾外

回収量
国土交通省
回収量

湾外への

？？河川からの
流入量 一般海域へ

の流入量

湾外
流出量

？？ ？？？？

海底沈降量

海底沈降量
？？

？？



① 国土交通省の回収データの抽出
（東京湾ゴミ回収データベース）（東京湾 ミ回収デ タ ス）

② 表層流速の計算② 表層流速の計算
（東京湾短波海洋レーダ）

③ 流入源の特定
(Isobe et al.,JAOT,2009)

④ 流入量の逆推定④ 流入量の逆推定
(Kako et al.,JO,2010)





東京港から東京湾への漂流ゴミ流入量推算結果東京港から東京湾への漂流ゴミ流入量推算結果



まとめまとめ

・海ゴミは様々な影響を地球規模で与える・海ゴミは様々な影響を地球規模で与える
存在になっている存在になっている

・既に投棄されてしまったもの或いは今後・既に投棄されてしまったもの或いは今後・既に投棄されてしまったもの或いは今後・既に投棄されてしまったもの或いは今後
投棄されるものへの対処として、投棄されるものへの対処として、有効な回有効な回
収技術 処理技術の開発収技術 処理技術の開発が必要が必要収技術、処理技術の開発収技術、処理技術の開発が必要が必要

・また、・また、費用負担への配慮費用負担への配慮が必要が必要また、また、費用負担 の配慮費用負担 の配慮が必要が必要

・根本の対策は海ゴミを出さないことであり、・根本の対策は海ゴミを出さないことであり、
そのためにはそのためには排出地域（国）での努力と国排出地域（国）での努力と国そのためにはそのためには排出地域（国）での努力と国排出地域（国）での努力と国
際的な協力際的な協力が不可欠が不可欠


